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第１部 業務の背景・目的及び概要 

第１章  業務の背景・目的 

2016 年 10 月に開催された第三回国連人間居住会議（ハビタットⅢ）において採択され

たニュー・アーバン・アジェンダの中で、２０５０年までに世界の都市人口は倍増し、都市

化率（都市人口／総人口）も６６%に達すると予測されており、都市化は２１世紀における

最も大きな変革の一つになると言われている。また、都市化は地域や所得水準によって大き

く異なっているのが現状であり、近年、著しい人口増加と経済成長を遂げているＡＳＥＡＮ

国及び南アジア地域（※）では、都市開発によるインフラ整備の遅れや住宅不足が深刻な問

題となっている。 

本業務では、都市開発におけるアジア各都市の課題を抽出した上で、それに向けて各都市

がどのような取組を行っているかを調査することで、我が国企業による海外における都市

開発プロジェクトの受注に繋げることを目的とする。 

（※）ＡＳＥＡＮ諸国及び南アジア地域・・・タイ、インドネシア、マレーシア、フィリピ

ン、ベトナム、カンボジア、ラオス、ミャンマー、インド、バングラデシュ、スリランカを

対象とした。 

 

第２章  業務の概要 

① 調査候補地の選定及び選定した都市における課題調査 

上記ＡＳＥＡＮ諸国及び南アジア地域において１５程度の都市を選定した上で、下記

の項目について課題調査を行う 

    ア．人口、人口増加率、経済状況、住宅供給戸数、ＧＤＰ、ＧＤＰ成長率、消費

者物価上昇率等の基礎データ 

    イ．各都市における課題の抽出 

    ウ．政府・自治体の方針及び取組み 

    エ．イの課題として市民に認識されていないが、生活の質（ＱＯＬ）の向上に資

する潜在的なニーズの抽出 

② 課題に対する解決策の提案 

①で抽出した課題のうち、スマートシティの手法による対応が実現可能なものについ

て、解決法を提案する 

③ 課題の複合化が都市に与える影響の調査及び複合的課題に対する一体的な解決策の提

案 

①で抽出した課題が複合的に発生した場合の都市や市民の行動態様への影響を調査

し、このような課題のうちスマートシティの手法による一体的な対応が実現可能なも

のについて、解決策を提案する。 

④ 都市開発案件事例の取りまとめ 

①で選定した都市における先進的な都市開発案件事例の取りまとめを行う 
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⑤ 上記調査検討結果における報告書への取りまとめ  
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第２部 調査候補地の選定及び選定した都市における課題調査 

第１章 調査対象都市の選定 

(1) 調査対象都市の選定基準 

 本業務における調査対象都市を選定するにあたり、第１部第１章に挙げられ

ているＡＳＥＡＮ諸国及び南アジア地域から、以下の条件を設定した。 

① 各国から最低１都市（偏りを避けるため１か国最大２都市までとする。） 

② スマートシティの手法による課題解決の潜在的なものを含めた需要が存在

し得ると考えられる都市 

③ ＡＳＥＡＮ諸国の都市については、アセアンスマートシティネットワーク

（以下ＡＳＣＮと称する）にて選定されている都市 1 

 

(2) 調査対象都市 

 上記の条件を踏まえ本業務における調査対象都市を以下の１５都市を選定し

た（図２－１参照）。 

 

      図２－１ 本業務における調査対象都市 

                                                   
1 アセアンスマートシティネットワーク（ASCN）とは、2018年 ASEAN議長国シンガポールが提案した、ASEAN

加盟各国のそれぞれ 3都市程度がスマートシティ開発のために協力するためのプラットフォーム。ASCNの目標とし

て（1）スマートシティ開発について実証都市間の協力促進、（2）民間と協力しての有望なプロジェクト開発、（3） 

域外のパートナーからの資金調達等の協力促進が挙げられている。また、ASCNでは、各都市がそれぞれのニーズに応

じて優先する分野（交通、水質、エネルギー、公共サービス、ICT等）を選択している。 

 出典：国土交通省「ASEANスマートシティ・ネットワーク＆ハイレベル会合」資料

（https://www.mlit.go.jp/common/001303870.pdf） 

コロンボ

バンコク

ジャカルタ

マニラ

マンダレー

プノンペン

ダッカ

ヴィエンチャン

ホーチミン

デリー

ハノイ

クアラルンプール

ヤンゴン

シェムリアップ

ムンバイ

ASCN
（アセアンスマートシティネットワーク加盟国）

https://www.mlit.go.jp/common/001303870.pdf
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第２章  選定した都市における課題調査 

(1) 都市における課題調査の目的 

 本業務では、我が国企業による海外における都市開発プロジェクトの受注に

繋げることを見据え、都市開発におけるアジア各都市の課題の抽出を行い、こ

れらの課題に対してスマートシティの手法による対応が可能であるかを分析す

るものである。 

国土交通省では、スマートシティを「都市の抱える諸課題に対して、ICT等

の新技術を活用しつつ、マネジメントが行われ、全体最適化が図られる持続可

能な都市または地区」と定義づけ、日本全国各地で推進している。この定義の

背景にあるのは、都市が抱える課題を整理し、その課題解決のために技術を活

用するという「課題オリエンテッド」の考え方である。このような都市が国内

で広がるのに相まって、今後、我が国企業が海外においても「スマートシテ

ィ」を展開していく事例が増えることが想定される。海外においても「課題オ

リエンテッド」な「スマートシティ」を実現するためには、我が国企業が進出

する国々の都市課題を追究する必要がある。 

このため、各都市の課題抽出・分析、そしてその結果を踏まえた各都市の

「主要課題」の設定については重点的に調査を実施した。ここでの「主要課

題」とは、各都市において後述の判断基準により特に問題意識が強い課題とし

て抽出されたものである。 

 

(2) 調査方法・調査項目 

 各都市における課題設定については、①各都市の現地市民や駐在員に対する

ヒアリングを主たる判断材料としつつ、②基礎データやスマートデータの定量

的な評価や③政府・自治体の方針及び取組みや先進的な都市開発案件事例等の

定性的な評価も加味して設定した。各調査項目の詳細については以下のとおり

である。 

ヒアリングの狙いは、各都市の日常生活における課題や生活の質（ＱＯＬ）向

上へのニーズを浮き彫りにすることである。そこで、各都市の現地市民に対し、

日常生活において自身が感じている後述の１１のスマート領域（図２－４参照）

における都市課題についてヒアリング調査を実施した。しかし、この他にも、現

地に住む市民が認識していないがＱＯＬ向上に資するニーズ、いわば潜在的な

ニーズが存在するという問題意識から、これを発掘するための試みとして、駐在

員もヒアリングを対象に含め、設定した主要課題以外の課題等を聞き取った。 
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① 各都市の現地市民・駐在員に対するヒアリング 

以下の要領により実施。 

 現地市民に対するヒアリング 

１）サンプル数：各都市２～４名 

２）ヒアリング内容：プロフィール（家族構成や居住地など）、平日及び休    

  日のデイリースケジュール、日常生活上での課題認識及びその課題 

を解決するためのニーズ 

 駐在員に対するヒアリング 

  １）サンプル数：各都市１名 

  ２）ヒアリング内容：各都市で設定した主要課題に対する見解、設定した主

要課題以外の課題及び需要のあるソリューションに対する意見等 

 

 

図２－２ 各都市の現地市民に対するアンケート その１ 

1. Basic Information

Please fill in your 

information as much 

as you can.

2. Activity Area

Please circle the area 

where you go around on 

usual workdays
*If you would select another 

place out of the map, please 

indicate the place name

3. Problem/needs in your daily life

Please fill in problems and needs in your daily life that you 

want to solve or improve. Regarding weekend, please fill in 

both Activity (what you do) and Problem/Needs.
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図２－３ 各都市の現地市民に対するアンケート その２ 

 

② 基礎データやスマートデータ 

 以下の通り定義される定量的なデータ。 

 基礎データ：各都市における人口や高齢化率、外国人観光客数、都市鉄道

の総延長等の各国政府・自治体が公表する一般的な統計情報 

 スマートデータ：基礎データを加減乗除により生成、またそれらに定性デ

ータを加味し総合評価によって得られたスマートシティ評価に関する指標 

 なお、スマートデータについては、本業務受託者にて運用されている１１の

スマート領域（図２－４参照）ごとに分類を行った。 

図２－４ １１のスマート領域の分類 

Category Theme（Example） Problems Needs

01. Smart Mobility
Congestion, Traffic jam, Traffic accident, 
Transportation device, Commuting time loss, etc

(Example) Traffic jam happened mostly 
everyday

(Example) Fast and suitable public 
transportation (e.g for suitable: station/ time/ 

price)

02. Smart Safety
City disaster risks and countermeasures (e.g. 
typhoon, flood), Security measures, etc

03. Smart Energy, Water 
&Waste

Electrical power condition, Water supply,Sewerage 
systems, Garbage collection service, etc

(Example) Garbage disposal factory near 
resident zone cause terible smell

(Example) Better solution for garbage disposal

04. Smart Buildings & 
Living

Living environment, Working environment (e.g. 
condition of office facilities), etc

05. Smart Health
Public & private medical services, Individual health 
management, etc

(Example) Public medical service are almost 
over capacity, private medical service still not 

up to required standard. No service outside of 
office working hours.

(Example) More private medical service with 
higher quality

06. Smart Education
Education (of yours and family’s), Public & private 
education systems, etc

07. Smart Finance
Loan from banks, Home mortgage, Daily payment 
methods (cash/online), etc

xxx xxx

08. Smart Tourism 
&Leisure

Leisure facilities in the city, Expenditures and time
for leisure, etc

09. Smart Retail Shopping (online & offline), etc xxx xxx

10. Smart Manufacturing 
& Logistics

Home-delivery service (especially speed and 
quality)

11. Smart Government
Administrative services
Your interest and engagement to politics

1. Problem/needs in your city
Please select 5 from 11 Category below and tell us any problems and 

needs in your city that you think should be solved or improved.

*You can answer more than 5 categories if you want.

Smart Health

Smart Mobility

Smart Finance

Smart Education

Smart Energy, Water & Waste

Smart Retail & Logistics

Smart Tourism & Leisure

Smart Buildings & Living

Smart Manufacturing & Construction

Smart Safety

Smart Government

Smart Health

Smart

Mobility

Smart

Finance

Smart Education

Smart

Manuf acturing

Smart

Saf ety

Smart 

Buildings

Smart Energy ,

Water & Waste

Smart

Gov ernment

Smart Tourism &

Leisure

Smart 

Retail 

& Logistics
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③ 政府・自治体の方針及び取組み 

 各調査対象都市における都市開発やスマートシティ政策に関する政府・自治

体の方針及び取組み、及び、先進的な都市開発案件事例。 

 

 

 

図２－５ 各都市の主要課題の設定 

 

 

  

 Smart Mobility

 Smart Waste

 Smart Finance

 Smart Retail

 Smart Logistics

 慢性的な渋滞によって移動に多くの時間を割かれ、仕事や私生活の時間を圧迫

• 交通分担における自動車負担率が高く、慢性的渋滞が発生している。渋滞を見越して早朝に家
を出る必要があり、帰宅時も渋滞によって自宅到着が遅くなる。結果、移動に多大な時間を要し
、仕事にもしわ寄せがくる

 ゴミの収集・処理サービスの未整備によって、冠水の被害が発生

• ゴミの収集・処理サービスが普及しておらず、住民がゴミ捨て場に自ら運ぶ必要がある

• 適切に処理されなかったゴミが排水管に詰まり、雨季の市内の洪水の要因となっている

 オンライン・オフラインショッピングにおける流通網・システムの信頼性が低い

• 品質に信頼性があるスーパーが少ない

• 個人・家庭のインターネット環境が十分に整備されていない。また物流網やオンライン決済システ
ムの整備が十分ではない

 ヤンゴンでは、基礎的なハードインフラの整備が進められつつあり、都市の安全性や衛生環境改善の
ための制度構築やオペレーション改善について課題意識が高まっている。

 都市の発展に伴い、小売りや輸送等の面でより利便性のあるサービスを求める意識も高まっている。

ヒアリング結果の傾向

関連カテゴリー主要課題
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第３章  課題の複合化が都市に与える影響の調査 

(1) 調査方法 

 第２部第２章で設定した各都市の主要課題について、その課題の原因につい

て課題感を持つ現地市民が必ずしも認識しているとは限らず、またヒアリング

で現地市民が要因について言及する場合も、部分的な認識に留まっている可能

性が想定される。そこで課題解決に向けて、ロジックツリーを用いた主要課題

の因子分析を実施した。ロジックツリー分析では各都市課題を論理的に、関連

した要素ごとにツリー状にＭＥＣＥ（Mutually Exclusive, Collectively 

Exhaustive：モレなくダブりなく）に分解し、ツリーの末端が具体的な課題の

根幹となるように整理した。 

 分析を行う上で、ツリーを課題のレベルごとのクラスターに分解を行った。

各レベルの定義については以下とした。 

① Level 1：課題の直接的な外部要因（ハード等）や内部要因（ソフト等）に

関する因子 

② Level 2：財源に関する因子 

③ Level 3：知識、技術、法制度・社会規範、その他に関する因子 

分析の結果、スマートシティの手法にて解決策の提案が検討可能なものにつ

いては、各因子に Sマークを記載した。 

 

 

 

図２－６ 各都市主要課題のロジックツリー分析例 

  

S

S

慢性的な道路渋滞の発生

道路交通需要の増加

事故の多発（事故渋滞）

既存の鉄道イ
ンフラの利便

性が低い

既存の道路イ
ンフラの質が

低い

自動車輸入の
規制緩和によ
る、自動車普
及率の増加

弱い排水設
備・システム

信号の不適切
な設置

中央駅南側に
都市機能が一
極集中（交通
需要の局地的

集中）

整備された道
路が少ない、

幅が狭い

違法駐車

バス・タクシー
交通の増加

信号無視
経済発展に

伴う都市人口
の増加

交通ルールの不徹底道路容量の不足

交通容量を上回る交通需要（自然渋滞）

鉄道インフラが
少ない（軽量
高架鉄道・地
下鉄がない）

国鉄・ヤンゴン
環状線の車両・
線路の老朽化
により、速度が

遅い、汚い

駐車場不足

Level 3.

Level 2.

Level 1.

問題

内部要因
（ソフト等）

外部要因
（ハード等）

1

3

2

主要課題

財源

知識

技術

その他

法・社会規範 適切な交通量
調査が実施さ
れていない

運賃交渉の
ための路肩

停車

一般車道で
の乗客の乗

降

S

S

事故に対する
リスクを安易
に考えている

S

S
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第３部 課題に対する解決策の提案 

第１章 スマートシティの手法による解決策 

(1) スマートシティの手法の定義 

第２部で抽出した各都市の主要課題に対し、スマートシティの手法による解

決策の提案を行う。本業務において取り上げるスマートシティの手法による解

決策を「スマートソリューション」と称する。本業務においてスマートソリュ

ーションとは、経済発展と社会的課題に対し IoT（Internet of Things）、ロボ

ット、人工知能（AI）、ビッグデータといった社会の在り方に影響を及ぼす新

たな技術等を用いた解決策と定義する。4 

 

(2) スマートソリューションの整理 

スマートソリューションの整理については、本調査受託者にて運用されてい

る 11のスマート領域のソリューション事例を始め、ベンチャー企業やスタート

アップ企業のソリューション事例を取りまとめているMorning Pitch 5を参照

し、整理をおこなった。また、その他国内外を問わず先進的なスマートソリュー

ションとして相応しいと考えられる事例についても合わせて取り上げ整理した。 

 

  

                                                   
4 スマートソリューションの定義については、「スマートシティの実現に向けて」（平成 30年 8月）を参照。 

出典：国土交通省（https://www.mlit.go.jp/common/001249774.pdf） 

5 Morning Pitchとは、デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社、野村證券株式会社の 2社が幹事となり開催 

しているベンチャー企業と大企業の事業提携を生み出すことを目的としたピッチイベントで、毎週 5社のベンチャー企

業が、大企業・ベンチャーキャピタル・メディア等のオーディエンス約 100名に対しピッチを行う。 2013年 1月か

ら開始し、2019年 12月時点で全 300回超、累計 1,500社超のベンチャー企業が登壇した。 
出典：Morning Pitch（http://morningpitch.com/about/） 

https://www.mlit.go.jp/common/001249774.pdf
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表３－１ スマートソリューションの整理 

 

 

 

  

定義 スマートソリューション事例

01. Smart Mobility ー

リアルタイムの交通規制や交通
情報の提供、個人の交通手段の
最適化、全体としての交通量の
最適化

・リアルタイムの空き駐車場情報の提供（リアルタイムでの空き駐車場情報、オ
フィスビル営業時間外の駐車場の活用、等）
・リアルタイム配車サービス（Uber等）
・リアルタイムの交通情報の提供
・交通規制
・コネクテッドカー
・シェアカー

02. Smart Safety ー 防犯対策、リスクの予測・診断

・自動化・最適化された街頭照明
・ドローンによるリスクの発見・診断
・犯罪発生地域の予測、犯罪防止プログラム
・災害警報アプリ

Energy
エネルギー需給の削減・最適化、
エコ化

・再エネを活用した分散型発電
・スマートグリッド、マイクログリッド
・スマートメーター
・ゲーミフィケーションを活用した消費削減
・地熱発電貯蓄
・電気自動車の充電スタンド
・官民および企業間での電力調整

Water
水消費量の削減・最適化、安全
な水の供給

・漏水の検知
・水汚染の検知
・洪水警報
・最適な施設メンテナンス管理

Waste
資源の再利用、適宜適切なごみ
の収集・ごみの削減、ごみのリサ
イクル

・最適なごみ収集頻度、ごみ収集車のルート最適化

04. Smart Buildings & Living ー
建物・住宅のエネルギー消費の
削減・最適化、生活の利便性向
上

・建物のエネルギー需給の最適化、不要な電気消費の削減
・建物の清掃や各種アメニティー補充（コーヒーマシン、トイレットペーパー、等）
の頻度の最適化
・スマートホーム

05. Smart Health ー
個人の健康管理の支援・促進、
医療サービスの支援

・健康状態の定量化・指標化
・病気・治療に関する情報提供、患者による治療プロセスの管理
・個人に合わせた治療
・ＡＩによる医師の業務のサポート、ロボットによる治療とケア
・自宅診療、小型診療の普及促進

06. Smart Education ー
教育機会の拡大・普及、教育の
多様化

・教育のデジタル化（オンラインスクール、等）
・個々人に合わせた学習内容とカウンセリングの提供
・生涯学習の提供
・企業内大学の開校

07. Smart Finance ー
資金調達と資金決済のデジタル
化、金融や保険業に係るリスク
の予測・診断

・ビックデータに基づく保険や与信の審査
・価格調整によるインフラの需給バランスの調整
・個人間での資金調達プラットフォームの提供
・クラウドファンディング
・デジタル決済システム
・ブロックチェーン

08. Smart Tourism &
Leisure ー
IoTやAIを活用した観光業の発
展、娯楽の多様化

・リアルタイムの混雑情報の提供、混雑の管理
・モバイル端末による施設内ガイド、空港や公共交通機関でのナビゲーション
・個人間での宿泊施設の貸し借り、配車サービス（Airbnb、Uber、等）
・AIの観光ガイド

Retail

消費者の購買行動のデジタル化
やキャッシュレス化、実店舗とオ
ンライン情報の連携によるマーケ
ティング強化

・３Dプリンター等の技術を活用したカスタマイズ商品の製造・販売
・バーチャルフィッティング
・実店舗とオンライン情報の連携によるデジタルマーケティング（例　O2O：
Online to Offline。オンラインから実店舗に誘導する仕組み）
・実店舗とオンライン情報の連携による販売（例：Scan & Go）

Logistics 物流プロセスの効率化・短縮化
・個人の希望に合わせた配達場所と配達時間の実現
・物量倉庫における仕分け作業の機械化
・自動運転車両、過疎地域などでのドローンによる荷物配送

10. Smart Manufacturing
    & Construction

ー
生産計画・在庫管理の改善、品
質向上、業務の効率化・自動化、
ナレッジ管理、顧客サービス向上

・製造プロセスの機械化（ロボット化）
・３Dプリンター等の技術を活用した付加製造（Additive Manufacturing）

11. Smart Government ー
政策の立案・実施の高度化・効
率化、ガバナンスおよび情報へ
のアクセスの向上

・ビッグデータやAIを活用した分析、政策立案、計画策定、実施・モニタリング
・公共サービスのオンライン対応
・公共サービスの自動化・デジタル化

カテゴリー

03. Smart Energy,
　  Water & Waste

09. Smart Retail & Logistics
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第２章 各都市の課題とスマートソリューションのマッチング 

(1) 解決策の提案方法 

 第２部第３章で分析した各主要課題の因子について、スマートソリューショ

ンにて解決が見込まれるものについて第３部第１章で整理したものの中から解

決策を提示した。また、提示したソリューションについては、実用例も合わせ

て記述した。 

 

 

図３－１ 課題因子に対応したソリューションの提言 

  

 ゴミの収集・処
理サービスの
未整備

 ジャストインタイム廃棄物収集
（IoTゴミ箱）
ゴミコンテナの量を察知したのち満
杯になってからの回収を実行。

サポートシステムの不備

(GPS、受注管理など)

運送サービスのレベルが
低い（遅配、間違え等）

 利便性・信頼
性ある購買チ
ャネルが十分
にない

ゴミのポイ捨てに対する取
り締まりが無い

対応ソリューション
現地市民の

主要課題

主要課題の

因子

 配送ルート最適化システム
組合せ最適化、統計処理などの技
術を用いてラストワンマイルのルー
ト最適化のサービスを提供

実用例

住民がゴミ投棄に対する
意識が低い

Enevo Japan株式会社の
enevoはごみ箱に超音波セン
サーを設置することで、遠隔
監視でごみの堆積量を測定/

可視化し、回収が必要なごみ
箱のみを把握できることで、ご
み回収の効率化を実現。

株式会社オプティマインドの
Loogiaは「メタヒューリスティク
ス」という手法を用いて、短時
間で最適なルートを探索し、ラ
ストワンマイル配送地図の作
成を可能としている。

出典： https://enevo-lp.com/

出典： https://www.optimind.tech/service/
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第３章  複合的課題に対する一体的な解決策の提案 

(1) 提案方法 

 第２部で抽出した各都市のすべての主要課題に対し、スマートシティの手法

によって一体的・包括的に解決可能な提案を行う。本業務において取り上げる

複合的課題に対する一体的な解決策を「包括的スマートソリューション」と称

する。包括的スマートソリューションは各都市のすべての主要課題に対応した

ソリューションカテゴリーを包括的に解決可能な策案である。 

 

表３－２ 各都市の主要課題に対応したソリューションカテゴリー 

 

 

  

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

ヤンゴン
マン

ダレー

ホーチ

ミン
ハノイ

プノン

ペン

シェムリ

アップ

ビエン

チャン
バンコク デリー ムンバイ コロンボ

クアラル

ンプール

ジャカ

ルタ
マニラ ダッカ

1 Smart Mobility ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 Smart Safety ー ● ● ● ● ● ● ●

Energy ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Water ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Waste ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4 Smart Buildings & Living ー ● ● ● ●

5 Smart Health ー ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 Smart Education ー

7 Smart Finance ー ● ●

8
Smart Tourism &

Leisure
ー ● ● ● ●

Retail

Logistics ● ● ● ●

10
Smart Manufacturing &

Construction
ー ● ●

11 Smart Government ー ●

Smart Energy,

Water & Waste
3

9 Smart Retail & Logistics

スマートソリューションカテゴリー
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表３－３ 包括的スマートソリューション事例の整理 

 

  

# 名称 分類 主なサービスメニュー 解決に寄与すると想定される主な課題

1
アリババ
「City Brain」

プロダクト

リアルタイム交通情報
公共データサービス
交通マネジメント
公共機関最適化

ヤンゴン：慢性的な渋滞によって移動に多くの時間を割かれ、仕事や私生活の時間を圧迫
バンコク：役所サービス品質や業務効率が悪く、快適なサービスを受けられない
ホーチミン：強盗やひったくり犯罪が多発し危険である
マニラ：物流管理・物流網が十分に整備されておらず、配送サービスの遅延が常態化

2
シスコ
「Smart City
Solution」

プロダクト

都市データ分析
交通マネジメント
スマート農業、遠隔医療
セキュリティ監視

ホーチミン：病院のサービス品質や業務効率が悪く、快適な医療サービスを受けられない
マンダレー：夜間に強盗や犯罪が多発しており、危険である。
ヴィエンチャン：食品に含まれる農薬や添加物等、食の安全に関する不安がある
デリー：路上にゴミがポイ捨てされており、非衛生的である

3
NEC
「Safer Cities」

プロダクト

デジタル行政サービス
MaaSオペレーター
セキュリティ監視
IoTヘルスケア

バンコク：役所サービス品質や業務効率が悪く、快適なサービスを受けられない
ホーチミン：強盗やひったくり犯罪が多発し危険である
コロンボ：渋滞時における混雑状況や公共交通の運行情報を提供するサービスが少ない
プノンペン：医療サービスの信頼性・レベルが低く、必要十分な治療を受けられない

4
グーグル
「Side Walk
Labs」

スーパー
シティ

都市データ分析
セキュリティ監視
交通マネジメント
エネルギーマネジメント

コロンボ：渋滞時における混雑状況や公共交通の運行情報を提供するサービスが少ない
マンダレー：夜間に強盗や犯罪が多発しており、危険である。
マンダレー：インフラサービスが不安定・不定期であり、日常生活や環境衛生に支障をきたす
ヤンゴン：オンライン・オフラインショッピングにおける流通網・システムの信頼性が低い

5
ヘルシンキ
「MaaS City」

スーパー
シティ

交通マネジメント
マルチモーダル
MaaSオペレーター
ライドシェアサービス

ヤンゴン：慢性的な渋滞によって移動に多くの時間を割かれ、仕事や私生活の時間を圧迫
KL：通勤・通学時に便利な公共交通および関連施設が不足している
コロンボ：渋滞時における混雑状況や公共交通の運行情報を提供するサービスが少ない。
ジャカルタ：渋滞により通勤に長時間を要し疲弊する

6
トヨタ
「Woven City」

スーパー
シティ

MaaS、自動運転
ゼロエミッション
カーボンニュートラル
道路交通マネジメント

デリー：大気汚染により、外出の抑制や健康被害につながっている
プノンペン：ごみの収集・処理が徹底されておらず、非衛生的環境・悪臭がある
コロンボ：渋滞時における混雑状況や公共交通の運行情報を提供するサービスが少ない。
マンダレー：インフラサービスが不安定・不定期であり、日常生活や環境衛生に支障をきたす
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第４部 全体総括 

 

《調査対象都市の選定及び選定都市における課題調査》 

 

 本業務ではＡＳＣＮ及び南アジア地域より計１５都市を選定し、各都市において①基

礎データやスマートデータの定量的な評価、②各都市の現地市民や駐在員に対するヒ

アリング等、及び③政府・自治体の方針及び取組みや先進的な都市開発案件事例等の

定性的な評価を踏まえ、主要課題を設定した。 

 定量調査については、各都市の基礎データが現地政府や国際機関等にて開示されてお

らず取得が困難なケースがあり、その場合は都市ベースではなく国全体のデータにて

代用した。今回の調査では、都市ベースの基礎データ収集には一定の限界が見受けら

れた。また、都市のデータが取得できた場合であっても数値の信憑性が乏しいものに

ついてはその都度精査を行った。 

 各都市の現地市民や駐在員に対するヒアリングについては、同都市における現地市民

と駐在員の課題意識に乖離が見られるケースが存在した。課題に対する意識醸成は、

母国等での生活水準をもとに形成されるため、駐在員にとっては課題として挙げられ

る一方で現地市民には認識されていない課題、またその逆についても見受けられた。 

 駐在員に対するヒアリングを通じて試みた潜在ニーズの発掘は、完全に明らかにされ

たわけではないであろう。しかし、スマートシティはまちづくりの一環である以上、

シビックプライドに負う部分も多く、そうした要素を引き出すことで、個性のある街

づくりができるという可能性は感じられた。 

 政府・自治体の方針について、インド（デリー、ムンバイ）はスマートシティを積極

的に推進する政策を打ち出しており、インドネシア（ジャカルタ）は TOD（公共交通

指向型開発）を推進して世界的な都市デザインのトレンドに合わせた方針となってい

る。一方で、人口増加に応じたインフラ整備を目指すバングラデシュ（ダッカ）やス

リランカ（コロンボ）など基礎的なインフラ整備の拡充を推進しているところもあ

る。 

 都市開発案件事例については、ベトナムやインドネシアなどは日系企業の進出も著し

く、ベトナムのビンズン新都心の大型案件に東急電鉄が参画しているなど、日系企業

の海外展開が進んでいる。他方、中国や韓国の企業が関わる案件も多数見られ、スリ

ランカの CHECポートシティ・コロンボには中国の中国交通建設が参画しており、

ベトナムの Eco Smart Cityには韓国のロッテグループが参画している。 

 また、スマートシティについても、インドやマレーシアなどで開発が進められてお

り、インドのグジャラート・インターナショナル・ファイナンステック・シティでは

太陽光は圧電や全自動ごみ収集といった技術が取り入れられ、マレーシアのイスカン

ダル開発区ではデジタルサイネージや電子マネーといった技術が取り入れられ都市開
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発が行われている。 

 

《課題の複合化が都市に与える影響の調査》 

 

 各都市の主要課題の原因の根幹を調査するため、本業務ではロジックツリーを用い主

要課題の因子分析を実施した。各都市にて頻繁に課題として取り上げられていた分野

（モビリティ、治安、医療、環境関連等）については、分析の結果、ツリーの構成に

類似の傾向が見受けられた一方で、各都市の発展フェーズ及び文化・慣習・宗教・制

度の違いから同分野の課題でも原因の根幹（因子）は差異が見られた。このような都

市により異なる因子分析のプロセスの各々にソリューションのヒントがあると考えら

れる。 

 アジアの新興国における都市課題については、往々にして、基礎的なハードインフラ

やソフト面のサービスおよびシステム等が未整備であること、そしてその原因に財源

不足が指摘されることがある。しかし本業務のロジックツリー分析は、課題の根源に

市民の知識や意識、技術水準、法制度・社会規範といった、より根本的な要因が存在

することを示している。つまり、持続的な課題解決にはインフラの整備等の目に見え

る課題解決だけでなく、根本的な変革も必要な場合があることを意味している。これ

らの根源的要因には、スマートソリューションでの解決が困難なものも存在するが、

スマートソリューションが変えうるものもあることが明らかとなった。 

 例えば、「道路渋滞→信号がない→お金がない」、「信号を守らない→警官がいない→

警官が信用できない」等、スマートシティによるソリューションに結び付かないよう

なツリーも多く挙がった。しかし、そうした中でも、スマート技術によって、解決が

目指せるものには「S」マークを付した。いくつかの課題の最大公約数として、この

「S」を複数通過するシステムが構築できれば、それは積もってスマートシティの一

要素となるものと信じる。 

 ロジックツリーを作成する中で、お金、インフラ、法、道徳、といった、スマート技

術とは相いれないと思しき課題に何度も遭遇した。これらに対し、「スマート技術で

は法律の制定は困難」と思考を止めるのではなく、スマート行政やスマート教育、ス

マートファンディング等最新技術を活用した課題へのアプローチを探ることは可能で

あろう。この時、市民が規範を守るという目的一つをとっても、監視システムや罰則

を強化する方法と、人々の誇りや義侠心に訴えかける方法といった複数のアプローチ

が考えられる。（他方、この議論においては、課題オリエンテッドなスマートシティ

を目指す場合も、技術に負う部分の存在は無視できないことが指摘される。） 

  以上より、ロジックツリーの作成は本業務において重要な過程を担うものであり、

本業務の成果そのものであると言えよう。 
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《スマートシティの手法による解決策、及び複合的課題に対する一体的な解決策の提案》 

 

 スマートシティの手法による解決策を本業務で「スマートソリューション」と定義

し、先進的なソリューション事例の一覧化を行った。 

 スマートソリューションの概念的な解決策の提言については整理できたが、実用化さ

れておらず実証実験までのソリューション事例も見受けられ、ソリューションの海外

展開までには時間を要するものも多数見受けられる。 

 複合的課題に対する一体的な解決策を本業務では「包括的ソリューション」と定義

し、世界のスマートシティ事例の中から複合的課題を一体的な解決を試みる事例につ

いて整理を実施した。前項が個人のペインやニーズに基づく調査であったのに対し、

本項ではこれらを個別のソリューションではなく全体最適化のプロセスの中でスマー

トシティ化に結び付けられるかを探った。先行事例は乏しいが、スマートシティの海

外展開を考える上でのヒントになるであろう。 

 包括的ソリューションについては、都市管理サービスといった商品化されたプロダク

トをベースとするアプローチと、AIやビックデータを活用し街を丸ごとプロデュース

するスーパーシティのコンセプト6をベースとするアプローチが想定される。 

 前者のアプローチについては、現地政府や自治体等に対して商品を納入する形である

一方、スーパーシティ構想についてはグリーンフィールドから開発を行い、包括的ソ

リューションを開発行為のコストとして賄う必要性があることから、政府や行政によ

る支援も重要となる。 

 日本は、基礎インフラを整備し、教科書通りのプロセスとステップを踏んで経済発展

に至った。しかし、世界ではスマート技術を以って、基礎インフラの未熟を飛び越え

る「リープフロッグ（跳ね蛙）現象」が起きている。この可能性も視野に入れて調査

を行った。 

 

                                                   
6 国家戦略特区「スーパーシティ構想」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity/setsumei.pdf 
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資料１ 令和元年度 海外都市開発におけるニーズ及び実態調査業務 概要版 

 



01．ヤンゴン

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

慢性的な渋滞による仕事や私生活
でのタイムロス

自動車負担率が高く、渋滞を見越して
早朝出勤や帰宅を計画する必要がある。

1

国家空間開発計画：
首都移転計画

首都移転は2006年10月10
日、ミャンマー政府は公式
にネーピードー遷都を発表
した。2001年に計画づくり
が始まり、2003年に着工さ
れた首都移転は、2005年の
竣工と同時に省庁移転が始
まり、2006年3月に概ね移
転完了した。

都市圏マスタープラン：
ヤンゴン都市圏マスタープラン

2040年を最終目標とした計
画が策定されており、
1.Urban Structure、
2.Sub-Center Development
3.New Town Development
4.Railway Station Area 
Development 、5.Industrial 
& Logistics Development
の5点が示されている。

Issue 1 Solutions

公共交通、徒歩、自動車、シェ
アサイクル、デマンドバスなど
を組み合わせたナビゲーション

マルチモーダルナビゲーション

Issue 2 Solutions

ゴミコンテナの量を察知したの
ち満杯になってからの回収 等

ジャストインタイム廃棄収集

オン・オフラインショッピングの
流通網とシステムの信頼性が低い

物流網やオンライン決済システムの整
備が十分ではない。

Issue 3 Solutions

統計処理などの技術を用いた組
合せ最適化、ラストワンマイル
のルート最適化のサービス 等

配送ルート最適化システム

都市人口 ：514 万人

人口密度 ：16,000 人/㎢

高齢化率 ：5.6 ％ (2014)

外国人観光客数：-

電化率：69.3 % (2014)

上水道普及率：42 %

自動車保有台数：65 台/千人 (2017)

オートバイ保有台数：56 台/千人 (2017)

ヤンゴン
ヤンゴンでは、都市の交通問題や廃棄物収集・処理の改善のための
制度構築やオペレーション改善について課題意識が高まっている。
また、小売りや輸送等の面でより利便性のあるサービスを求める需
要がある。

01YANGON
MYANMAR

ゴミの収集・処理サービスの未整
備による冠水被害

適切に処理されなかったゴミが排水管
に詰まり市内の洪水の要因となる。

出所：JICAミャンマー国ヤンゴン都市圏開発プログラム形成準備調査ファイナル
レポート II, YCDC Yangon’s Urban Development Master Plan & Priority Projects

出所：国土交通省国土政策局 及び JICAレポート: Project for 
Comprehensive Urban Transport Plan of the Greater Yangon (YUTRA) 



02．マンダレー

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

インフラサービスが不安定・不定期

水力発電の水不足による停電、雨季の
冠水や蚊の大量繁殖、ごみ回収が定期
的・体系的に実施されていない等

2

都市圏マスタープラン：
マンダレー・コンセプチュアルプラン

MCDC の計画を基本としな
がら、開発地区をより詳細
に計画。しかし、マンダレ
ー市における急速な都市開
発の圧力のもと、作成した
開発計画を実現するために
開発行為を管理する有効な
手段をマンダレー市が持ち
合わせていないことが課題。

Issue 1 Solutions

異常運転を検知し通知するこ
とで設備監視業務の効率化と、
設備トラブル未然防止を図る

スマート下水監理

市内の医療サービスの質が低いため、
域外（海外含む）に行く必要がある

医師不足のためにサービスの質が低く、
民間医療機関は公的医療と同様の課題
に加え、医療費が非常に高額

Issue 2 Solutions

ICT技術やアプリケーションを
用い自身の健康状況を確認。
軽度な不調は自身で手当可能。

セルフメディカルチェック

夜間に強盗や犯罪が多発

セキュリティーシステムや監視システ
ムが十分でなく、夜間は強盗や喧嘩が
多発するため、人々は夜間を控える

Issue 3 Solutions

リアルタイムの顔認識やナン
バープレートスキャン等を組
合せデータ分析し、犯罪が発
生しやすい日時・場所を特定

予測ポリシング

マンダレー

マンダレーでは、下水施設や電力網等の基礎的インフラの安定的運
用に課題意識が向けられている。
また、上記のインフラの整備進展に伴い、課題意識が医療等や小売
りサービス充実への需要が高まっている。

02MANDALAY
MYANMAR

国家空間開発計画：
成長地域と経済回廊戦略

国家経済発展の牽引役として
、成長地域と経済回廊が注目
されており、国家計画・経済
開発庁は、成長地域に経済特
区（SEZ）を重点的に設ける
考えを示している。建設省の
成長地域と経済回廊の捉え方
は右図の通りであり成長地域
を8カ所挙げている。

出所：国土交通省国土政策局 及び JICAレポート: Project for 
Comprehensive Urban Transport Plan of the Greater Yangon (YUTRA) 

出所：MANDALAY, MYANMAR. Hla myo Mandalay City Development 
Committee September, 29, 2014. 

都市人口 ：123 万人

人口密度 ：4,300 人/㎢

高齢化率 ：4.9 ％ (2014)

外国人観光客数：49 千人 (2018)

電化率：39.4 % (2014)

上水道普及率：55 %

自動車保有台数：56 台/千人 ( - )

オートバイ保有台数：626 台/千人 ( - )



03．ホーチミン

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

渋滞・交通事故が頻発し危険なため、
子どもだけでの通学が難しい

交通マナーが悪く事故が多発している
ため子供を一人で遠く行かせられない

3

国家空間開発計画：
National Spatial Development Plan

都市圏マスタープラン：
ホーチミン大都市圏計画2020

Issue 1 Solutions

被害者がスマホ画面の通報ボ
タンを押すと車両番号と位置
が管理者の端末に表示

スマート通報

強盗やひったくり犯罪が多発し危険

家庭レベルの防犯対策（ホームセキュ
リティーシステム等）が普及しておら
ず、家の安全が保障されていない。

Issue 2 Solutions

センサーが侵入者を検知し警
備員が緊急出動。侵入者の位
置情報をドローンに送信する

スマートドローン

快適な医療サービスを受けられない

公立医療機関は民間病院よりも安価な
ために患者が集中し、医療スタッフと
医療設備が慢性的に不足している。

Issue 3 Solutions

電子カルテシステムと連携し
診察状況や予約情報等を携帯
で随時状況の確認が可能

待合効率化

ホーチミン

ホーチミンでは、急速な人口増加と経済成長に対して、インフラ整
備や公共サービスの提供（警察含む）が十分ではなく、交通環境や
治安環境に関する課題が顕在化している。また、都市の経済成長に
伴い、医療や社会福祉への意識も高まっている。

03HO CHI MINH
VIETNAM

2009年4月、首相によって
承認された2050年を展望し
た2025年までの計画方針。
ベトナムの都市体系を都市
ネットワーク形態で徐々に
整備し、近代的・適切なイ
ンフラを整備する等の目標
を掲げ開発の全体像を示す。

2008年5月20日に首
相決定、承認された
（589/QÐ-TTg）。
ホーチミン市と周辺
８省を対象として建
設省が作成した
2050年を展望した
2020年までの空間
計画である。

出所：国土交通省 ベトナム国土政策の概要
(http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/vietnam/index.html)

出所：国土交通省 ベトナム国土政策の概要
（http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/vietnam/index.html）

都市人口 ：820 万人

人口密度 ：3,924 人/㎢

高齢化率 ：7.0 ％ (2018)

外国人観光客数：5,825 千人 (2018)

電化率：99.9 % (2018)

上水道普及率：100 %

自動車保有台数：73 台/千人 (2016)

オートバイ保有台数：756 台/千人 (2016)



04．ハノイ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

排水システムが不十分で冠水が発生

都市の拡大に伴い、降雨後の市内の冠
水が悪化し、交通網が麻痺する。

4

国家空間開発計画：
National Spatial Development Plan

タイ全土における2057年
までの長期的な都市空間
計画についての開発計画。
5か年、10か年、20か年
単位の戦略計画も有する。
自足可能な成長を見据え
た長期戦略である。

都市圏マスタープラン：
ハノイ首都圏計画2030

Issue 1 Solutions

頻発・激甚化する河川の急激
な水位変化の計測に特化し河
川水位をリアルタイムに計測

危機管理型水位計

大気汚染により環境衛生が悪化

交通量の増加に伴い、市民が健康への
悪影響を懸念するほどに大気汚染が悪
化。郊外に引っ越す市民もいる。

Issue 2 Solutions

AI に基づいた分散アルゴリズ
ムによる空気質の解析データ
をリアルタイムで分析・予測

エアクオリティモニタリング

水道水が汚染されており安全性が低い

水道施設の劣化等により、水が汚れて
いたり、虫が混在しているなど、上水
道の質が悪化している。

Issue 3 Solutions

配管の腐食、耐久年数、安全
性の課題をランニングコスト
/メンテナンス不要にて対応

メンテフリー配管

ハノイ

首都ハノイでは、道路等の基礎的インフラの整備が進められる一方
で、都市の開発に伴う公害の悪化や、災害リスクの高まりに対する
課題意識が高まっている。
また、経済成長に伴い、医療や社会福祉への意識も高まっている。

04HANOI
VIETNAM

出所：国土交通省 ベトナム国土政策の概要
(http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/vietnam/index.html)

2008年5月に首相によって
承認された。首都圏の主
要目標(機会、資源、人口、
労働、都市化、都市開発
の枠組み、経済区域、地
域インフラシステム、地
域運営の仕組み、優先的
プロジェクトなど)を規定。

出所：国土交通省 ベトナムマスタープラン
（http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/kokusai/kensetsu_database/vietnam/page4.html#link05）

JICA ベトナム国日越大学構想にかかる情報収集・確認調査

都市人口 ：760 万人

人口密度 ：2,280 人/㎢

高齢化率 ：7.2 ％ (2018)

外国人観光客数：4,644 千人 (2018)

電化率：99.8 % (2018)

上水道普及率：-

自動車保有台数：70 台/千人 (2016)

オートバイ保有台数：658 台/千人 (2016)



05．プノンペン

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

ごみの収集・処理が徹底されておらず
非衛生的環境で悪臭が発生

路上にごみが散乱し、不潔。管理が不
十分で収集車両周辺の悪臭がひどい。

5

Issue 1 Solutions

人工知能を用いた画像解析技
術を活用した廃棄物分布調査
システム

廃棄物分布モニタリング

必要十分な治療を受けられない

公共・民間医療のサービスの質が低く
限定的であるため、病気・症状によっ
ては海外の医療機関に行く必要がある。

Issue 2 Solutions

PCやモバイルにてOnline診療
中のチャットや必要なファイ
ルの送受信が可能

オンライン診療

信頼性のある借入先が少ない

個人の住宅ローンの借入において高金
利の借入を提供する不動産業者や貸金
業者がおり返済不能に陥る危険がある。

Issue 3 Solutions

ビッグデータとAIによる算出
点によりAIスコアによって貸
付利率・契約極度額を決定

スコアレンディング

プノンペン

近年急速な開発が進展しているプノンペンでは、都市基盤としての
ハードインフラの整備が進むなかで、公共サービスや医療等のソフ
トインフラに関する課題意識が高まっている。

05PHNOM PENH
CAMBODIA

都市圏マスタープラン：
プノンペン・マスタープラン2035

フランスの支援により2015年12月に
策定された。マスタープランで示さ
れた土地利用計画では産業・商業区
域、住宅区域、保全区域などゾーン
別に開発方針が立てられ、道路や上
下水道、港湾、空港、公園、住宅と
いった主要なインフラ開発に注力す
るとしている

出所：JICA「カンボジア国プノンペン新都市交通システム情報収集・確認調査報告書」(2015年7月)

都市人口 ：280 万人

人口密度 ：693 人/㎢

高齢化率 ：4.9 ％ (2020)

外国人観光客数：3,491 千人 (2018)

電化率：99.6 % (2017)

上水道普及率：86 %

自動車保有台数：179 台/千人 (2016)

オートバイ保有台数：964 台/千人 (2016)



06．シェムリアップ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

国内外の旅行客を惹きつける観光地と
しての整備が十分でない。

市街から観光地、および観光地周辺に
便利な交通手段（無料の観光バス等）
が整備されていない。

道路の状態が悪く、また標識や信号機
が適切に設置されていない。観光地周
辺の回遊性を考慮した歩道整備がされ
ておらず、車で移動する必要がある。

清潔な上水の供給、下水処理サービス
がなく非衛生的である

市街および観光地周辺での治安維持対
策が十分でなく、ひったくり、すり、
置き引き等の犯罪被害が多く発生。

6

Issue 1 Solutions

加盟店と利用顧客が一緒に集
客と相互送客をするようにな
る複合的なIoTサービス

IT相互送客（IT周遊パス）

Solutions

オフロード対応のスポーツ自
転車による環境配慮型の自転
車シェアリングで保険も付与

スマートシェアサイクル

Solutions

人の動きを詳細に認識・検知
し、分析された情報が的確に
判断され、異変を即座に通知

AIセンシング

シェムリアップ

観光産業で発展しているシュムリアップは、交通インフラや公衆衛
生サービス、治安維持対策の整備が、観光客向けのサービス向上と
いう点でも重要な課題として認識されている。加えて、観光業を永
続的に発展させるために、観光収入の地元への還元も重要な課題と
して挙げられている。

05PHNOM PENH
CAMBODIA

国家空間開発計画：
National Spatial Planning Policy

都市圏マスタープラン：
土地利用マスタープラン2035

国家の空間計画
作成についての
ガイドラインは
承認されている
が、未だ国家の
空間計画は策定
されていない。

観光と農村農業開発
の促進、良好な都市
環境を維持しながら
都市を観光客にとっ
て魅力的なものにす
るための保存と開発、
および物理的インフ
ラの修復が含まれる。

出所：国土交通省「各国の国土政策の概要」、
World Bank Group “Cambodia Achieving the Potential of Urbanization (August 2018)”

出所：：https://www.construction-property.com/land-ministry-announces-land-use-
master-plan-2035-for-siem-reap/、https://ja.sekaiproperty.com/news/3233/new-city-
to-be-built-in-siem-reap-province

都市人口 ：26.8 万人

人口密度 ：632 人/㎢

高齢化率 ：4.9 ％ (2020)

外国人観光客数：2,703 千人 (2018)

電化率：95.9 % (2017)

上水道普及率：-

自動車保有台数：-

オートバイ保有台数：-



07．ヴィエンチャン

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

悪天候や災害による建物の倒壊事故

住宅やビルの建材に関する規制、建物
の基盤検査、商業広告等の道路上の設
置物に関する規制が十分ではい

7

Issue 1 Solutions

設計条件にあった建材の検索
を可能としたクラウドサービ
ス

建材マッチングサービス

日用食料品及び水光熱費の価格高騰

電気代や水道代、ガソリン代が高い
駐車場料金が高い
タイ等の周辺国と比較して物価が高い

Issue 2 Solutions

農家が出品した農作物をスー
パーや飲食店などの買い手が
入札で競り落とす

オンライン卸売市場

農薬や添加物など食の安全への不安

中間層以上において食品添加物や農薬
漬けの野菜、輸入食品への懸念が強
まっている。

Issue 3 Solutions

揮発した残留農薬を迅速・特
異的に空気中から直接検知可
能

残留農薬検査センサー

ヴィエンチャン
道路網や電力供給等の基礎的なハードインフラが整備されつつあり、
インフラのさらなる品質向上や、医療や食品衛生等のソフトインフ
ラに関する課題意識が高まりつつある。また、タイとの国境が近い
立地ゆえに、消費活動や娯楽のニーズをタイで満たすことが可能で
あるが、ヴィエンチャン市内でのサービスや娯楽の充実も課題とし
て生まれつつある。

07VIENTIANE
LAOS

都市圏マスタープラン：
ヴィエンチャン都市開発マスタープラン

• 首都ヴィエンチャンの都市計画区域を 6 
つ（歴史的保存区域、インナー都市区域、
郊外区域など）に分類 。

• 分類毎に都 市開発・土地利用方針を設定
し、インフラ施設整備方針を検討。

• 高層ビルが林立する一極集中型の都市で
はなく、都市機能を分散させスプロール
化を防ぎ、自然との調和がとれた都市を
実現する「マルチコア都市構造」を採用。

出所：JICA報告書

都市人口 ：82.1 万人

人口密度 ：6,315 人/㎢

高齢化率 ：4.5 ％ (2018)

外国人観光客数：707 千人 (2018)

電化率：99.6 % (2017)

上水道普及率：67 %

自動車保有台数：300 台/千人 (2018)

オートバイ保有台数：750 台/千人 (2018)



08．バンコク

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

大気汚染による健康被害

工場や交通量が多い点や乾季での少雨
のため、PM2.5の濃度が世界保健機関
(WHO)の環境基準を超える日がある。

8

国家空間開発計画：
Thailand National Spatial Development Plan 2057

タイ全土における2057年
までの長期的な都市空間
計画についての開発計画。
5か年、10か年、20か年
単位の戦略計画も有する。
自足可能な成長を見据え
た長期戦略である。

都市圏マスタープラン：
Bangkok and its Vicinity Regional Plan 2057

バンコク都市圏における
2057年までの長期的なマ
スタープランである。
土地利用規制、ゾーニン
グ計画、インフラ整備、
交通ネットワークなどで
構成されている。

Issue 1 Solutions

建築現場における工事監理の
ノウハウ、工場の排煙能力向
上、排ガス規制の導入 等

エアクオリティモニタリング

通勤に長時間を要するため非効率

ラッシュアワーには渋滞により、数キ
ロの距離でも数時間かかるケースが頻
繁。

Issue 2 Solutions

場所の制約をなくし仕事に必
要なデータやコミュニケー
ションの場を集約

リモートワーク

快適な公共サービスが受けられない

行政サービスを受けるために数時間以
上待たされることが恒常的となってい
る。

Issue 3 Solutions

行政サービスのオンライン化、
ペーパーレス化 等

オンラインパブリックサービス

バンコク

バンコクでは都中心部への人口流入や一極集中に伴い都市のスプ
ロール化が進行し、都市部の住宅価格が高騰している。慢性的な渋
滞等に対する課題意識は依然としてあるものの、鉄道延伸により解
決の糸口が見え始めている反面、二次交通に対する質の低さやマ
ナー、危険性などが課題として挙げられている。

08BANGKOK
THAILAND

都市人口 ：828 万人

人口密度 ：5,300 人/㎢

高齢化率 ：11.8 ％ (2020)

外国人観光客数：23,689 千人 (2018)

電化率：99.0 % (2016)

上水道普及率：99 %

自動車保有台数：142 台/千人 (2017)

オートバイ保有台数：314 台/千人 (2015)

出所：バンコク首都圏庁（BMA） City Planning Department 作成資料
出所：国土交通省 タイ国土政策の概要
(https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/thailand/index_e.html)

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=4cKKwe9D&id=3643E732E416CB2BB4C5D85DF296CAFCE08468FA&thid=OIP.4cKKwe9DglSF1e0Is55w2gAAAA&mediaurl=https%3a%2f%2fwww.asahi-net.or.jp%2f%7eyq3t-hruc%2fimg%2fTHL.GIF&exph=260&expw=388&q=%e3%82%bf%e3%82%a4%e3%80%80%e5%9b%bd%e6%97%97&simid=607991210618455742&selectedIndex=0


09．デリー

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

上水サービスの利用時間が制限

数時間のみ供給される水を貯水して日
中に必要性をまかなったり、高いお金
を払って水を購入しなければならい。

9

Issue 1 Solutions

水質と薬剤注入量の関係を自
動でモデル化し、薬剤注入量
や取水量、配水量を予測。

スマート浄水場監理

ごみが不法に投棄されており不衛生

公共のゴミ箱が十分に設置されておら
ず、また市民はゴミを家に持ち帰らず
にポイ捨てするため道路が非常に汚い。

Issue 2 Solutions

蓄積状況は電話回線網を通じ
リアルタイムに報告され、効
率的に回収。自動圧縮も可能。

スマート屋外ゴミ箱

大気汚染による外出の抑制や健康被害

大気汚染の悪化により、極力外出を控
えなければならず、運動や娯楽のため
に出かけることができない。

Issue 3 Solutions

汚染物質をレトロフィット排出
制御装置により業務用インク等
に変換。

汚染大気コンバーター

デリー

インドの首都であるデリーでは、都市化の進展により基礎的なイン
フラの整備が進んでいるが、ごみ処理問題や大気汚染等、健康に関
わる問題について意識が高まっている。また、地理的特性や都市化
の進展により、インドにおける全国的な水不足が最も顕在している
地域でもあり、危機感が高まっている。

09DELHI
INDIA

国家空間開発計画：
スマートシティミッション

都市圏マスタープラン：
National Capital Region Proposed Land Use 2021

スマート・シティ構想は2022
年までに既存、新規建設を含
めた100都市で、十分な水と
電力供給、良好な衛生環境、
効率的な公共交通、良好なイ
ンターネット環境、女性と子
供に安全な環境、手の届く価
格の住宅供給などをめざして
いる。

規制区域やその他の地域
は下位階層の計画である
準地域計画や開発マス
タープランで規定される。
4つの主要な土地利用
ゾーンと3つのサブゾー
ンが特定されている。

出所：http://mohua.gov.in/cms/smart-cities.php 出所:National Capital Region Planning Board, ”Regional Plan 2021” (CH17. Regional Land use)

都市人口 ：2,812.5 万人

人口密度 ：12,600人/㎢

高齢化率 ：6.7 ％ (2020)

外国人観光客数：12,505 千人 (2018)

電化率：99.0 % (2019)

上水道普及率：89 %

自動車保有台数：-

オートバイ保有台数：-



10．ムンバイ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

大雨時の洪水により交通網が麻痺する

毎年モンスーンの時期には、大雨に
よって冠水が発生する。それにより交
通が断絶し、通勤も非常に困難になる。

10

Issue 1 Solutions

広域監視を中心に映像監視、
設備管理、管路管理等のサー
ビスをワンストップで提供

スマート下水監理

スラム街の影響による衛生/治安面

ムンバイにはアジア最大のスラム街が
存在。そこは衛生環境が悪く、かつ犯
罪が多発する等の治安面の懸念もある。

Issue 2 Solutions

GPSや顔認識等のデータ分析
により特定の日時に犯罪が最
も発生しやすい場所を特定。

予測ポリシング

気分転換や運動ができる場所がない

適度な運動をするためのジムがない。
大気汚染の影響で公園などのストレス
発散やリラックスできる空間がない。

Issue 3 Solutions

大気汚染情報をリアルタイム
に提供し、外出時の人体への
影響についてアラートを行う。

エアモニタリング

ムンバイ
ムンバイは近年の経済発展に伴い、高層ビルの建設ラッシュや流入
人口の増加等、急速な都市化が進展している。一方で基礎的な都市
インフラの建設や都市計画の整備が十分に実施されておらず、市民
のQOL向上に大きなニーズがある。

10MUMBAI
INDIA

国家空間開発計画：
スマートシティミッション

都市圏マスタープラン：
Regional Plan for MMR, 2016-2036

2015年6月にインド政府（都
市開発省）は、スマートシ
ティ100都市構想整備事業に
向けたガイドライン「Mission 
Statement & Guidelines」を
公表。インド住宅・都市開発
省よりスマートシティミッ
ションの第１期の選定都市20
都市が発表（2016）。

ムンバイの人口予測では、
2011年から2036年の間に約
76千万人の居住者の増加が
見込まれている。その予測
を基に土地利用計画が作成
されている。

出所：http://mohua.gov.in/cms/smart-cities.php 出所:https://mmrda.maharashtra.gov.in/regional-plan

都市人口 ：2,364.5 万人

人口密度 ：26,900人/㎢

高齢化率 ：6.7 ％ (2020)

外国人観光客数：10,670 千人 (2018)

電化率：99.0 % (2019)

上水道普及率：-

自動車保有台数：-

オートバイ保有台数：-



11．コロンボ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

渋滞時の混雑状況を把握できない

渋滞やバス等の運行状況がリアルタイ
ムでわかる情報サービスがないため、
正確な到着時間を把握できない。

11

Issue 1 Solutions

時刻表と公共交通機関のIoT
データの組み合わせを使用し
て最適な移動方法を提示

ルート最適化

ごみ分別が不十分で未回収が発生

廃棄物の適切な処分やリサイクル等の
環境保護への意識が低く、また収集し
に来ないことがあり、不潔である。

Issue 2 Solutions

ゴミ捨て場の位置、周辺道路
情報や取扱廃棄物などの属性
情報を登録により状況を把握

スマートゴミステーション

自然資源を保護し活かしたい

豊かな自然をレジャー施設や観光資源
へと有効に活用できておらず、観光ス
ポットの周辺に飲食店や土産店がない。

Issue 3 Solutions

観光客の滞留時間拡大、周遊
性向上により集客力を高め、
地域活性化を図る

スマートエクスカーション

コロンボ

コロンボは教育費・医療費無償等コロンボの福祉制度は手厚く現地
市民の満足度が高い一方で、渋滞時の運行状況把握やごみの分別及
びリサイクル推進に対する課題意識が高まっている。
また、豊かな自然環境に対して誇りを持ち保護に対する意識が強い
反面、排ガス等の処理が適切かつ効率的になされておらず、またそ
れらを観光資源へと有効に活用できていない意見がある。

11COLOMBO
SRI LANKA

国家空間開発計画：
National Physical Plan 2030

都市圏マスタープラン：
Western Region Master Plan-2030

スリランカ全域の経済、環境、
社会の将来への方針となる国
家物理的計画が都市地域計画
法（Town & Country 
Planning (Amendment) Act 
No.49 of 2000）の規定に従
い策定されている

コロンボ都市圏の課題を解決
し、持続的な成長を実現する
ため、2014年にスリランカ政
府は、2030年までの都市開発
マスタープランを策定した。
12の開発エリアを設け、エリ
アごとに商業/工業/交通/科学
技術/観光などの区分により、
都市機能の最適化を目指す。

出所：https://www.academia.edu/32076252/National_Physical_Planning_Policy_
and_Plan_Sri_Lanka_-2030_National_Physical_Planning_Department

出所:https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2019/0801/a8180cac1a6ac9b6.html

都市人口 ：437 万人

人口密度 ：5,600 人/㎢

高齢化率 ：7.8 ％ (2019)

外国人観光客数：-

電化率：100 % (2016)

上水道普及率：46 %

自動車保有台数：-

オートバイ保有台数：-



12．クアラルンプール

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

通勤・通学が不便である

パークアンドライドスペースが少なく、
バス停には路線図も時刻表もないため
行先や発着時間を事前に把握できない。

12

Issue 1 Solutions

公共交通、徒歩、自動車、
シェアサイクル、デマンドバ
ス等を組み合わせたシステム

マルチモーダルナビゲーション

ごみの処理が適切でなく悪臭が発生

一般の人々はごみの分別やリサイクル
に対する認識が乏しく、指定された場
所へ捨てずに不法に投棄してしまう。

Issue 2 Solutions

ゴミを高温で溶かし、減容
化・無害化する焼却方法。焼
却後の物質はリサイクル可能。

高温溶融

肥満率が高く糖尿病患者が増加

高カロリーの食糧摂取が多く、また
車社会と高温多湿の環境により運動機
会が少ないため肥満が社会問題となる。

Issue 3 Solutions

毎日の食事や運動・睡眠など
のライフログが簡単に記録で
き、AIでのパーソナルなアド
バイスがリアルタイムに提供

スマートフィットネス

クアラルンプール

ASEANの中でも比較的都市化が進んでいるクアラルンプールでは、
通勤・通学に便利な公共交通手段が不足している。また、車社会、
高温多湿、高カロリー料理などの要因から肥満率が高くなっている。

12MALAYSIA
SRI LANKA

国家空間開発計画：
Implementing the NPP-2 Policies

都市圏マスタープラン：
クアラルンプール・ストラクチャープラン

開発計画は州や地方自治体
によって実施されるため、
課題を解釈する際の未調整
が指摘されている。国家空
間計画はこの不均衡を修正
し、国の空間計画について
の枠組みを提供することを
目的としている。

1982年連邦直轄地 (計画）
法に基づいて策定される法
定計画である。計画を立案
するのはクアラルンプール
市役所である。現行計画の
計画期間は2000年から2020
年の20年間で、ビジョン、
目的、政策、市への提案が
盛り込まれている。

出所：NATIONAL PHYSICAL PLAN-2 
（https://www.townplan.gov.my/download/National%20Physical%20Plan(kecik).pdf) 

出所:http://www.dbkl.gov.my/pskl2020/english/land_use_and_development_strategy/index.htm
http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/malaysia/index.html

都市人口 ：180 万人

人口密度 ：7,377 人/㎢

高齢化率 ：7.2 ％ (2018)

外国人観光客数：13,434 千人 (2018)

電化率：100 % (2016)

上水道普及率：-

自動車保有台数：-

オートバイ保有台数：-



13．ジャカルタ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

渋滞により通勤に長時間を要し疲弊

公共交通の信頼性が低く、また道路状
態の悪さ、交通ルール不徹底、駐車場
不足による路上駐車の横行による渋滞

13

Issue 1 Solutions

場所の制約をなくし仕事に必
要なデータやコミュニケー
ションの場を集約

リモートワーク

大規模洪水による多数の死傷者の発生

大雨が降ると、頻繁に洪水が発生する。
さらに、街の水没や、多数の死者・避
難民の発生等、大きな被害が出ている。

Issue 2 Solutions

地形データ等を基にリアルタ
イムの雨量データを用いて河
川の増水や氾濫状況を予測

リアルタイム氾濫予測

国民皆保険制度が不十分

国民医療保険制度の導入が開始されて
いるが、十分に整備されておらず、コ
ストとメリットが明確ではない。

Issue 3 Solutions

医療保険の請求誤りや未収金
が減少あい、保険者等の事務
処理のコスト削減につながる

マイナンバー保険証

ジャカルタ

世界でも有数の渋滞問題を抱える都市であるジャカルタでは、都市
鉄道の整備を進めている。
また、医療制度については健康保険制度の導入が進んでいるが負担
額等の情報開示が不透明ため、満足度が低い。

13JAKARTA
INDONESIA

国家空間開発計画：
Government Regulation of National Spatial Plan No.26 

都市圏マスタープラン：
ジャカルタ首都圏投資促進特別地域戦略プラン

法律2007 年第26 号に基づき、国家空間計画に関す
る政府通則2008 年第26 号（Government 
Regulation of National Spatial Plan No.26 (2008)）
として制定された
現行の国家空間計
画は20 ヵ年であり
、５年毎に見直し
がされる。

2010年12月に日・インド
ネシア両国政府間で協力
覚書きを締結。その後
JICA主導でマスタープラ
ンを作成し、国際開発企
画庁（BAPPENAS）が主
導する優先インフラ案件
加速化委員会（KPPIP）
に引き継がれている。

出所：国土交通省 各国の国土政策の概要
（http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/indonesia/）

出所：JICA ジャカルタ首都圏投資促進特別地域（MPA）

都市人口 ：1,010 万人

人口密度 ：15,376 人/㎢

高齢化率 ：7.8 ％ (2020)

外国人観光客数：4,033 千人 (2018)

電化率：100 % (2018)

上水道普及率：60 %

自動車保有台数：419 台/千人 ( - )

オートバイ保有台数：198 台/千人 (2017)



14．マニラ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

仕事の高負荷・長い通勤時間によ
るワークライフバランスの悪化

慢性的な渋滞や長時間勤務により個人
の休息や家族と過ごす時間がとれない。

14

Issue 1 Solutions

場所や時間の制約にとらわれ
ずに業務を遂行

リモーティング

水の供給が定期的に停止し家事に支障

水の供給が定期的に止まるため、洗濯
や洗い物等の家事を終えることができ
ない。

Issue 2 Solutions

過去のプロセスデータや運用
実績を機械学習し、浄水場に
おける取水量、配水量を予測

スマート浄水監理

配送サービスの遅延が常態化

需給の分析、渋滞も考慮した配送時間
の管理ができておらず配送サービスや
フードデリバリーの遅延が常態化。

Issue 3 Solutions

国内外の主要な宅配便サービ
スのトラッキング（配達状況
追跡）

配送トラッキング

都市人口 ：178 万人

人口密度 ：20,785 人/㎢

高齢化率 ：4.2 ％ (2015)

外国人観光客数：142 千人 (2015)

電化率：91 % (2019)

上水道普及率：94 % 

自動車保有台数：838 台/千人 (2018)

オートバイ保有台数：616 台/千人 (2018)

マニラ
マニラではワークライフバランスの改善に関して意識が高まって
いる。主な要因として、渋滞によって通勤時間が長くなり、結果
的に仕事に割く時間やストレスが増大していることが意見として
挙げられている。また、マニラ特有の課題として、安定的な水の
供給が共通課題として認識されている。

14MAYNILA
PHILIPPINES

国家空間開発計画：
国家空間フレームワーク計画 2001-2030

都市圏マスタープラン：
Metro Manila Greenprint 2030

国レベルの国土空間開発に
係る30年間の長期計画で、
10年毎に見直しを行うこと
となっており土地及び物質
資源の配分/活用/管理/開
発に係る政策や方針を示す。
資源の持続性を保護・確保
し、秩序ある居住地開発を
促すことを目的としている。

2014 年に世界銀行の支援によ
り、MMDA は、マニラ首都圏
傘下の16 都市及び1 自治体を
含む首都圏全体の開発ビジョン
である「メトロマニラ・グリー
ンプリント2030：ビジョンの
構築」を策定。

出所：フィリピン国家経済開発局
（http://www.neda.gov.ph/wp-content/uploads/2013/10/execsum.pdf）

出所：国土交通省 各国の国土政策の概要
（https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/philippines/index_e.html）



15．ダッカ

都市の現状

空間計画およびマスタープラン

都市の主要な課題と解決の方向性

渋滞や事故の発生が多い

歩行者が道路上の至るところを横断し
危険。歩道上の物売りも取り締まりが
行われておらず、人が道路に溢れる。

15

Issue 1 Solutions

流入交通量を正確に予測し、
適切な信号制御により渋滞を
抑制する

スマート信号システム

ゴミの収集が資源ごとになされておら
ず、効率的な回収ができていない

紙/プラスチック/電気の廃棄物等を資
源ごとに効率的に分別ができていない。

Issue 2 Solutions

回収機のタッチパネルで廃棄
ごみの種別を選択し投入する
と回収費がキャッシュバック

スマートリサイクル

都心部の公園・レジャー施設が不足

水辺等と調和したオープンスペースが
不足に加え、施設利用者や観光客に対
するインフォメーション機能が少ない。

Issue 3 Solutions

通行人や障害物を認知した上
で路地や公園などの自動清掃
により清掃コスト削減が可能

AI清掃ロボット

ダッカ

世界で最も人口密度の高い国の一つであるダッカは、基礎的なイン
フラが整備されつつあるが、環境汚染やゴミの問題、さらには高密
な都市環境に対応した施設や歩行・道路空間の整備が求めれている。
また、その空間を使用する際のルールの設定や遵守について課題意
識が向けられている。

15DHAKA
BANGLADESH

国家空間開発計画：
Bangladesh Delta Plan 2100

都市圏マスタープラン：
DHAKA STRUCTURE PLAN 2016-2035

計画委員会総合経済局で現
在策定が進められている超
長期計画。気候変動に適応
し、災害リスクの軽減、水
の安全を図り、国家の食糧
安全保障と経済発展に貢献
することを目標としている。

基本的にストラクチャープラン
（20年間の長期方向）、アー
バンエリアプラン（10年間の
短期的方向）、詳細地域計画
（DAP）の3層になっている。
現行のストラクチャープランは
「2016-2035」で、主な目的は
中心都市の機能を分散し、首都
圏内の混雑を緩和すること。

出所：国土交通省 バングラデシュ国土政策の概要
（http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/international/spw/general/bangladesh/index.html）

出所：http://www.rajukdhaka.gov.bd/rajuk/planningHome?type=structure、
http://open_jicareport.jica.go.jp/pdf/11996766_01.pdf、
http://www.rajukdhaka.gov.bd/rajuk/image/slideshow/Dhaka_Structural_Plan.html

都市人口 ：1,859.5 万人

人口密度 ：41,000 人/㎢

高齢化率 ：6.8 ％ (2020)

外国人観光客数：-

電化率：55 % (2012)

上水道普及率：75 % 

自動車保有台数：-

オートバイ保有台数：-

http://www.rajukdhaka.gov.bd/rajuk/planningHome?type=structure、
http://open_jicareport.jica.go.jp/pdf/11996766_01.pdf、
http://www.rajukdhaka.gov.bd/rajuk/image/slideshow/Dhaka_Structural_Plan.html
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調査対象都市
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調査対象都市

以下の対象都市及び項目について調査を実施した。

 基礎データ調査

 人口、人口増加率、経済状況、住宅供給戸数、ＧＤＰ、ＧＤＰ

成長率、消費者物価上昇率等

 各都市における課題調査

 各都市における主要課題の設定

 課題の複合化が都市に与える影響の調査

 スマートシティの手法による解決策の提案

 生活の質（QOL）の向上に資する潜在的なニーズの抽出：

現地市民のアンケートでは挙げられなかったが、外国人駐

在員から指摘のあった事項

 複合的課題に対する一体的な解決策の提案

 各都市の方針及び取組み

 政府・自治体の方針及び取組み

 先進的都市開発案件事例

コロンボ

バンコク

ジャカルタ

マニラ

マンダレー

プノンペン

ダッカ

ヴィエンチャン

ホーチミン

デリー

ハノイ

クアラルンプール

ヤンゴン

シェムリアップ

ムンバイ

ASCN
（アセアンスマートシティネットワーク加盟国）

調査項目

3



基礎データ調査
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